
平成１５年度 岐阜県高等学校教育課程研究集会（数学部会）発表要綱

揖斐高の実情に応じた数学の指導法
岐阜県立揖斐高等学校

１．本校の概要

大正８年４月に岐阜県揖斐郡立揖斐農林学校として開校され、今年度創立８４年を迎

える。

昭和２３年４月に岐阜県立揖斐農林高等学校と改称し、更に翌年の昭和２４年４月に

学区制の実施に伴い岐阜県立揖斐高等学校と改称された。現在は下表１のように１４ク

ラスからなっており、生徒数は５１０名である。

「 、 、豊かでたくましい精神と強健な身体をつくり 知・徳・体の調和のとれた人格を養い

地域社会の向上に貢献できる人間を育てる 」ことを教育目標に掲げている。。

表１．クラス編成（１４クラス・平成１５年度より１学年４クラス）

普 通 科 生 活 環 境 科

コース普 通 コ ー ス 和装コース 訪問看護養成
情報コース

コース総合人文類型 総合自然類型 工芸コース 福祉栄養
（ ） （ ）文系 理系

３年 １クラス １クラス １クラス １クラス １クラス

２年 １クラス １クラス １クラス １クラス １クラス

１年 １クラス １クラス ２クラス
※２年次より（文・理）２類型選択 ※２年次より４コース選択

２．生徒・学校の実態

今年度は生徒の約９５％が近隣の揖斐郡と安八郡、本巣郡内の中学校出身者であり、

あとは大垣市、不破郡等からの通学である。今春卒業者の進路は四大・短大・専門学校

への進学と就職で半々であった。また、進学希望者のほとんどが推薦であり、短大と専

門学校が７８％を占めている。

地域の中学校との連携を深め、平成１６年４月１日から連携型中高一貫教育校として

出発する予定であり、今年度は、社･数･理･情報において、揖斐川中･北和中と、お互い

に週１時間ずつの出張授業を実施している。

また、昨年度から文部科学省の指定を受け 「豊かな体験活動推進事業」の研究校と、

なり、

①ボランティアなどの社会奉仕に関わる体験活動 ②自然に関わる体験活動

③勤労生産に関わる体験活動 ④職場・職業・就職に関わる体験活動

⑤文化芸術に関わる体験活動 ⑥交流に関わる体験活動に取り組んでいる。



３．テーマ設定理由

数学科教諭３名すべてが、ともに今年度からの赴任という中で、まず揖斐高校の実態

把握を最優先としており、研究には至っていないというのが現状である。中高一貫教育

、 、 、の準備も始まり 多様な進路選択がある中 基礎・基本を確実に身に付けさせるような

授業の導入や展開における工夫が求められる。

本校入学生の中には、小・中学校での学習の積み重ねができていないために、基礎・

基本が定着しておらず、高校での数学の学習に困難な生徒が見受けられる。このような

状況の下、本校では、基礎基本の定着を図ることを最優先の課題と考えている。

本稿では、数学に対する生徒の苦手意識を取り除き、じっくり考える力を身に付けさ

せようと実施している現在の授業形態や、進路実現に向けた個別指導についての４か月

間の実践を報告する。

４．興味・関心を重視した授業の実現に向けて

クラス全体の学力向上を図るために、授業での導入を工夫してみた。

成績の上位・下位にかかわらず、ほとんどの生徒にいえることは、注意力の欠如、文

章題等への苦手意識であり､ 「じっくり焦らずに時間をとれば、問題解決へと結びつけ

ることができる」ことを自覚させることから始めた。授業に関連する題材を小学校等に

おける問題から選ぶことにより、現在の学習内容が学習のちょっとした応用であること

を知ることで、不安感を取り除き、授業への意欲的な参加へと結びつけた。

◎導入例１（ﾊﾟｽﾞﾙ：数と式）

何桁でもよいので自由に好きな数を作らせる。 ３８１３６

使った数字だけを用いて並べかえを行い、もう一つ －１３６３８

の数を作り、２つの数で引き算をして、出た解のう ２□４９８

ちでどこかの桁を隠して教師に告げる。

（各位の数の和は９の倍数になるため、暗算をする中で隠された数を言い当てる ）。

◎導入例２（ﾊﾟｽﾞﾙ：数と式） 規則的な足し算の結果における不思議？

電 卓
１２３＋３６９＋９８７＋７４１

７ ８ ９
合計

４７８＋８９６＋６３２＋２１４
４ ５ ６ ２ ２２０,

１５６＋７５２＋９５４＋３５８
１ ２ ３

２４７＋４８９＋８６３＋６２１

◎導入例３（ﾊﾟｽﾞﾙ：数と式） ○△□

３桁の好きな数字を考えさせ、右のように、 － □△○

引き算をして、その解についての足し算の ☆※◇

結果を導くと、なぜか全員が１０８９になる。 ＋ ◇※☆

１０８９



◎導入例４（５年生：方程式）

正方形の砂場があります。この辺を５ｍずつ広げて大きな正方形にすると、

面積が９５ｍ 増えます。もとの砂場の１辺は何ｍですか。２

◎導入例５（４年生：場合の数）

１０円玉が１０枚、５０円玉が３枚、１００円玉が３枚あります。２８０円

の買い物をして、おつりがないようにするにはどんな払い方があるでしょう。

◎導入例６（４年生：関数）

の中を通る時、それぞれ同じ計算をします。きまりを見抜きＡ
の中によい数を入れなさい。

５ → → ７ １０ → →Ａ Ａ

７ → → １１ △ → →Ａ Ａ

◎導入例７（６年生：数列等）

１２○○○６という６桁の整数があります。○○○の中に適当な数を入れた

いとき、この６桁の整数が３７の倍数となるものは何個ありますか。

５．進学希望者課題及び苦手克服課題について

家庭学習の習慣を身に付けさせることも目的として、進学希望者や数学を苦手とする

者を対象(普通科は全員)に、ﾉｰﾄとﾌｧｲﾙを１冊ずつ渡し、課題を与えている。朝、提出を

して、添削されたものを持ち帰るということを繰り返し行うもので、個々のレベルにあ

わせた問題の精選によって、家庭学習時間の確保と反復練習、継続力・応用力の向上を

目指している。

６．まとめ・今後の指導方法について

学力差は、年々広がりつつあるものではないかと思いう、苦手意識が強く、勉強方法

のわからない者にとっては、多大な援助が必要である。この４か月間で、基本的生活習

慣を確立することにより、学習時間を確保し、また、生徒自らが課題を追究できるよう

な授業の導入を工夫することにより 「自ら学ぼうとする姿勢」が付いてきたことを実、

感した。

しかし、学習習慣をなかなか確立することができない生徒が多いことや、基礎・基本

の完全な定着を考えるとまだまだ指導が難しい。最近の高校生は、進路実現に対して、

生徒自身が諦めてしまう感があり、希望を下げていく傾向にある。３年間の継続が必ず

目標達成につながることを教師・生徒・保護者が信じ、一体となって進めることが大切

であり、今後も保護者との連携をとって 「諦めない心 「追究する心」を大切に育てて、 」

いきたいと考えている。


